
新島村立新島中学校 広報誌 

          令和４年２月４日（金）発行 

地区作品展 

校長 石川 鋭一郎 

地区作品展では、多くの皆様にご参観をいただきました。また、感染防止対策にもご協力をいただき

ました。本年度の地区作品展の担当校長として、教職員を代表して厚く御礼を申し上げます。 

 この地区作品展は、新島村の保育園、小学校、中学校、高等学校の園児・児童・生徒の作品を一堂に

展示し、作品を通して子供たち同士が交流し合うものです。特に、このコロナ禍においては、子供たち

同士の対面での交流が大きく制限されてしまいました。その中にあって、この地区作品展は、作品を通

した間接的なものではありますが、子供たち同士の交流ができとても良かったと思います。また、住民

の皆様にご覧いただくことで、新島村の子供たちの成長の様子をご理解いただけたことと存じます。 

 子供たちは作品鑑賞を通して、同学年の子供たちの作品からはお互いの良いところを学び合っていた

ようです。また、自分たちより小さな子供たちの作品からは、懐かしいとの声が聞かれました。上の学

年の子供たちの作品からは、作品の技法や表現の豊かさに感銘を受けるとともに、いずれ自分たちもあ

のような作品を作ってみたいという創作意欲が湧いてきたことと思います。 

 作品が一堂に展示されていると、どうしても子供たち同士の作品を比較して見てしまいがちですが、

他者とは比べることのできない、子供たち一人一人の成長過程があると思います。また、作品制作を指

導する教職員は、子供たちの豊かな発想力を大切にしながらも、鑑賞していただける方にも自分の気持

ちがうまく伝わるよう、指導してきました。中には、その作品から、現在の心の状態、特に思春期の子

供たちの作品からはそれが垣間見られることがあります。作品を通して、制作者である子供たちの気持

ちを慮ることも大切だと感じております。 

 作品に耳を傾けてみると、こんな声が聞こえてきます。「ねえ、ねえ、見て見て。私はね、〇〇ちゃ

んの作品だよ。〇〇ちゃんはこんな気持ちを込めて私を作ってくれたんだよ。」すると、その隣の作品

からも、「ねえ、ねえ、見て見て」、その隣の作品からも「ねえ、ねえ、見て見て」と声が聞こえます。 

 伝統ある地区作品展は次年度へも継承されますが、その作品に込められた子供たち一人一人の心の声

を聞いていただければと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 
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 １月１１日（火）の３・４時間目を使い、席書会で「書初め」を書き

ました。「書初め」とは、年が明けて初めて書く書のことをいいます。

宮中で行われていた儀式で、その年の縁起のよい方角（恵方）に向かっ

てめでたい詩歌を書いていたことが始まりとされています。そこから、

年初めに自分の決意を書いたり、縁起の良い言葉を書いたりと今の形

になりました。今回は、各学年それぞれの課題から行書か楷書どちらか

を選び、書きました。国語の授業で練習したことを生かして一文字一文

字集中し、力を込めて書くことができていたと思います。出来上がった

書は、地区作品展にて展示しました。 
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３日（木）各種委員会、SC 来校日 

４日（金）漢字検定 

７日（月）中央委員会 

８日（火）生徒朝礼、SC 来校日 

９日（水）安全指導 

１０日（木）避難訓練 

１４日（月）全校朝礼 

                                          

ALT ケン ロウズ 

新島に来て早 13 年経とうとしている。当時の中学生はとっくに成人し、結婚や出産の便りがちらほら

入るようになった。未だ冬の西風に悩まされることがあるけれど、自然豊かな新島が大好き。 

ここ数年は浜の浸食が進み、趣味のサーフィンができる日が減ったので代わりによくカヌーを漕いでい

る。３～４人で力を合わせ、外海のうねりを感じながら漕ぐのは何とも気持ちがいい。昔の人はカヌーで

島から島へと長距離渡っていたそうだ。星、雲、うねり、鳥など、自然からの情報だけを頼りに水平線の

向こうの目的地にたどり着くにはよっぽど自然のことをわかっていたのだろう。 

その時代に比べて世の中はずいぶん便利になった。しかし、その分自然とのつながりが薄れてきた気が

する。都会に住む人は特に、自然を意識するのは台風や豪雨など災害の時が多いのではないだろうか。 

カヌーを漕いでいると、自然を肌で感じ、自然の一部になれる。自然の良さを知って初めて大切にした

い気持ちが芽生えると思う。新島の子どもたちもたくさん自然と触れ合い、自然を大切にする大人に育っ

て欲しいと願っている。 

 

リレーコラム ぬいねえどう ～日よけ雨よけそして風よけ～  

２月の行事予定 

 第６６回新島地区園・校作品展（新島会場）が１月２１日（金）～１月２４日（月）にかけて開催され、

新中の生徒たちは２１日（金）に作品を鑑賞しました。鑑賞中は、「この作品すごい！」「どうやって作

ったんだろう？」などの声があがり、どの学年も楽しみながら作品を味わうことができました。鑑賞を通

して作品の良さを発見したら、「発見カード」に記入して思い思いの相手に送ることができます。どの作

品も、１つ１つ気持ちが込められており見ごたえがありました。作品交流を通して、次の作品にいかした

り、友達の良さを発見したりする機会になってほしいと思います。来年度の地区作品展も、今から楽しみ

です！ 

３月前半の行事予定 

１日（火）安全指導 

都立高校一般入試合格発表 

３日（木）各種委員会 

４日（金）中央委員会、SC 来校日 

７日（月）生徒朝礼、避難訓練 

１１日（金）球技大会 

１２日（土）授業公開、保護者会 

自然 

 

 

新中ブログ⇒ 

１７日（木）試験週間（始）、ＳＣ来校日 

１８日（金）学校運営連絡協議会 

１９日（土）授業公開、オリパラ講演会 

２１日（月）都立高校一般入試 

２４日（木）学年末考査 

２５日（金）学年末考査 

２７日（日）英検２次 

２８日（月）学年末考査 

 


